
神奈川県自治体等就職推進連絡会同

同
会
同
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
で
、
神
奈
川
県
内
の
自
治
体

度
神
奈
川
県
自
治
体
等
就
職
推
進
連
絡
会
同
」
を
実
施
し
た
。

は
、
平
成
２
８
年
１
月
１
８
日
（
月
）、
本
部
に
お
い
て
「
平
成
２
７
年

防
災
・
危
機
管
理
職
員
等
と
防
衛
省
自
衛
隊
関
係
者
と
の
間
で
意
見
交

換
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
連
絡
・
協
力
関
係
の
強
化
を
図

り
、
併
せ
て
退
職
自
衛
官
の
自
治
体
へ
の
就
職
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
神
奈
川
地
本
主
催
で
実
施
し
た
。

神
奈
川
県
内
に
は
退
職
自
衛
官
２
３
名
（
陸
１
７
名
、
海
６
名
）
が
、

県
、
政
令
指
定
都
市
等
に
防
災
・
危
機
管
理
職
員
等
と
し
て
採
用
さ
れ

当
日
は
、
退
職
自
衛
官
１
１
名
を
含
む
２
０
名
の
自
治
体
の
防
災
・

危
機
管
理
職
員
等
、
自
衛
隊
か
ら
は
海
上
自
衛
隊
援
護
機
関
、
県
隊
区

担
任
部
隊
及
び
地
本
か
ら
１
５
名
の
参
加
を
得
て
、
各
自
治
体
の
防
災

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
今
後
の
業

が
深
ま
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た

神
奈
川
地
本
は
、「
県
内
自

へ
の
雇
用
拡
大
の
た
め
、
今
後

を
設
け
て
い
き
た
い
」
と
し
て

釜利谷中学の「総合的な学習の時間」を支援

て
い
る
。

な
学
習
の
時
間
」
を
支
援
し
た
。
同
校
の
総
合

（
火
）、
横
浜
市
立
釜
利
谷
中
学
校
の
「
総
合
的

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

松
田
辰
雄　

１
等
海
佐
）

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上
大
岡
募
集
案
内
所

（
所
長　

平
原
１
陸
尉
）
は
、
１
月
２
６
日

学
習
支
援
は
今
回
で
２
回
目
で
あ
り
、
６
名
の

生
徒
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
に
お
い

て
、
横
須
賀
地
方
総
監
部
管
理
部
人
事
課
募
集

支
援
係
の
案
内
の
も
と
、
海
上
自
衛
隊
の
概
要

（
座
学
）
の
後
、
護
衛
艦
「
き
り
し
ま
」
の
艦

は
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
真
剣
に
説
明
を
聞
い

て
い
た
。
昼
食
は
、
横
須
賀
基
地
食
堂
に
て
体

験
喫
食
を
行
い
、
午
後
は
、
曳
船
に
よ
る
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
を
体
験
、
最
後
に
組
み
ひ
も
教
室
で

内
を
見
学
し
た
。
生
徒
全
員
が
護
衛
艦
の
乗
艦

「自治体との連絡・協力関係を強化」

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
成
し
大
い
に
満
足
し
て
い

た
。

を
継
続
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
本
支
援

・
危
機
管
理
上
の
取
り
組
み
等

務
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
」、

「
退
職
自
衛
官
雇
用
へ
の
理
解

声
が
聞
か
れ
た
。

治
体
及
び
自
衛
隊
と
の
連
携
の

強
化
、
退
職
自
衛
官
の
自
治
体

も
こ
の
よ
う
な
情
報
交
換
の
場

い
る
。


